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市稚弛の同時多発
地震火災危険評価
ブロックイ圃画の
基本案策定システム
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計画・シミュレーション結果の提示 システム規定麺分析
図1基本計画情報システムを核とするトータル・システムの基本フロー
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地を対象としてシステムを適用し，提案したシステムが論理的に実行可能なシステムで
あることを明示するとともに，緑地が有効なブロック化の手段として活用できることを
示唆することができた。
以上のように，本論文は，火災延焼シミュレーション・システムを地震時防災計画の
ための支援情報システムとして位置付け，その基本特性を分析するとともに，諸課題の
評価への具体的展開を試みたものである。細部においては，いくつかの課題は残すが，
防災計画の支援のための新しい方法論として意義があると考える。
図1に大震時火災延焼シミュレーション・システムを基本計画情報システムとしたトー
タルフローを示す。
論文審査の結果の要旨
平成2年1月30日に第一回論文審査委員会を開催し,2月7日および8日に各審査員
力棡別に面接審査を行い,さらに2月15日の口頭発表の後に第二回審査委員会を開催し，
協議の結果以下の通り判定した。
本論文は,わが国で依然として最も危険な災害の一つとされる地震時火災を取り上げ，
その防災対策に関するシステムズ・アブ°ローチを展開したもので，以下のような成果を
得ている。
1）地震時には利水網も道路網も甚大な被害を受け，消防力は大幅に制約される。こ
のことを呈示した後,火災延焼シミュレーション・システムの基本系を明らかにし,メッ
シュ・データ作成と出火点予測システム，結果のファイル化と再現システムなど，防災
計画の支援システムとしての入出力面を大幅に強化した改良システムを開発・提案して
いる。そして，酒田，福光大火という2つの実火災を取り上げ，本システムの再現力を
示すとともに，支援システムとして活用する際の諸パラメータと入力データの要求精度
も，実験計画法を用いて数値的に明らかにしている。
2）復興計画と都市の防災ブロック化構想の評価への適用，輻射熱計算システムとの
総合化による避難場所の安全性評価への適用を通じて基本防災計画に関する支援方法を
具体化している。さらに，新たに緑地帯の延焼アルゴリズムを作成し，それを組み入れ
たシステム開発に成功し，今後の防災計画で重要な位置を占める防災緑地網整備計画支
援をも可能にしている。
以上本研究は，地震時火災対策に関する有効な支援システム開発という成果に加え，
システムズ・アプローチを広範に採用した防災計画の新しい研究方向を示唆するもので
あり，学術博士に値する内容であると判定する。
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